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１）第１回学位論文審査委員会 平成 29 年 1 月 30 日（月） 
 審査委員 5 名で、愛知県立大学大学院看護学研究科学位審査規程第 13 条及び看護学研究科博士後期
課程の学位に関する内規第 14 条、第 16 条に基づき、提出された博士論文の審査を行った。副論文と
して「看護職確保定着を目指した日勤常勤（嘱託）看護職員の意義－A 病院（民間中小病院）における
取り組み－, 聖泉看護学研究, vol3,19-26､2014.」「民間中小病院における看護職員紹介業者の利用に関
する基礎研究, 日本医療・病院管理学会誌, 52(4),37-46,2015.」の 2 編の確認を行った。 
 本論文について、結果の表現、考察の深さなどの修正の指摘があり、修正を踏まえて最終試験で審査
することとなった。 
２）最終試験（公開） 平成 29 年 2 月 15 日（水） 
 愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規第 17 条に基づき、口頭発表及び
博士論文を中心に審査委員 5 名により公開で審査と最終試験を行った。 








































































第 16 条 2 項の審査基準を満たしており、看護学領域の論文として学術上価値のある論文であ
り、論文提出者である木村氏が看護専門領域における十分な学識と研究者としての能力を有する
ことを確認したので、博士（看護学）の学位を授与するに値すると全員一致で判断した。 
 
